
延
喜
式
の
最
善
本
を
、
紙
背
文
書
も
含
め
て
高
精
細
印
刷
で
影
印

東
京
国
立
博
物
館
古
典
籍
叢
刊

九
条
家
本
延
喜
式

（
全
五
巻
）

【
国
宝
】

思
文
閣
出
版

◎ 思文閣出版 関連書籍のご案内 ◎
（表示価格は５％税込）

安祥寺資財帳 京都大学史料叢書⑰
京都大学文学部日本史研究室編
真言系密教寺院である安祥寺の資財帳は、開基
僧恵運（７９８-８６９）が貞観₉(８６７）年に自ら勘録
したもので、巻首から巻尾まで備わった貴重な
₉世紀の資財帳史料の一つ。京都大学蔵本（旧
観智院蔵本）を影印で収録。釈文と解説を付す。

▶A５判・１７６頁／定価 ５,７７５円
ISBN９７８-４-７８４２-１５１６-４

御堂関白記全註釈 ［第 2期 全 8冊］
山中裕編� 待望の完結 ! !
第₁回　長和₄年　　定価  ６,３００円
第₂回　寛弘₃年　　定価  ５,７７５円
第₃回　寛弘₇年　　定価  ５,７７５円
第₄回　寛弘₄年　　定価  ５,７７５円
第₅回　寛弘₈年　　定価  ６,８２５円
第₆回　寛弘₅年　　定価  ５,２５０円
第₇回　長和₅年　　定価 １２,０７５円
第₈回　御堂御記抄／長徳₄年～長保₂年

定価 ５,２５０円

兵範記人名索引
兵範記輪読会編
１９８０（昭和５５）年の輪読会発足より蓄積された
研究成果を人名索引として集成。（増補）史料大
成本を底本とし、男子の部と女子の部の₂部構
成よりなり、人名項目のもとに掲出年月日と原
文表記を掲げ、原本の情報を盛り込んだ。古
代・中世史研究者必携の一書。

▶A５判・４８４頁／定価 ９,４５０円
ISBN９７８-４-７８４２-１３５８-０

『親信卿記』の研究
佐藤宗諄先生退官記念論文集刊行会編
蔵人の年中行事に関わる一級史料『親信卿記』
から四方拝・供立春水など８０項目余の記事を抽
出・分離し、他本との校訂や内容の研究にとり
くんだ一書。関係補論₆篇のほか古代史の個別
論考₄篇も収録。

▶A５判・６００頁／定価 １０,２９０円
ISBN４-７８４２-１２５２-３

禁裏・公家文庫研究 ［既刊 3冊］
田島公編
古典籍や古文書が約₆万部所蔵されていると言
われながら、勅封のため全容が不明であった東
山御文庫本など近世の禁裏文庫収蔵の写本や、
交流がある公家の文庫収蔵本に関する論考・
データベース・史料紹介を収載。

▶B５判・平均４２０頁／①②各定価 １０,２９０円
③　定価 １２,３９０円

日本古代典籍史料の研究
鹿内浩胤著
史書・儀式書など歴史学の土台をなす日本古代史の基本資料を対象
に、原撰本へ如何にして接近するか、伝来論的アプローチを中心に
方法論を提示。
【内容】『続日本後紀』現行本文の成立過程／『弘仁式』篇目考／田中
教忠旧蔵『寛平二年三月記』について／九条家本『延喜式』の書写
年代／九条家本『延喜式』小史／東山御文庫十一冊本『類聚三代
格』について／伏見宮家本『東宮御元服部類記』について

▶A５判・４00頁／定価 7,035円
ISBN９７８-４-７８４２-１552-2

日中親族構造の比較研究
官文娜著� 思文閣史学叢書
近代以降、日本は西洋異文化との融合を果たし
たが中国で不可能だったのはなぜか。日中親族
集団の構造を手がかりに日本が中国の親族文化、
特に宗族制度を受容しなかった理由、両国の近
代以降における西洋異文化との衝突の原因と融
合の条件を探る。

▶A５判・４３０頁／定価 ７,５６０円
ISBN４-７８４２-１２４１-８

日本古代養鷹の研究
秋吉正博著
律令国家体制の成立・展開期における養鷹の実
態を究明して、放鷹文化の構造を解明。朝鮮半
島系と中国系という二極の放鷹文化の伝統意識
を動態的に捉えることにより、単なる遊興の道
具ではない放鷹文化の展開を明らかにする意欲
作。

▶A５判・２８０頁／定価 ６,８２５円
ISBN４-７８４２-１１８１-０

摂関時代文化史研究
関口力著� 思文閣史学叢書
古記録・日記類をもとに、摂関時代全盛期に生
きた人物、および当時の社会を考察。政権掌握
した体制派、対する反体制派、そしてそうした
官人群とは一線を画した非体制派の人物群とい
う人間類型を示すことで、人間が主人公である
歴史の在り方について追究。

▶A５判・４８８頁／定価 ９,４５０円
ISBN９７８-４-７８４２-１３４４-３

源氏物語の史的研究
山中裕著� 思文閣史学叢書
王朝文化・有職故実研究の第一人者が源氏物語
を史的に読み解く。紫式部の生涯と後官／源氏
物語と時代背景／源氏物語の内容と時代性／源
氏物語の準拠と史実、の₄篇と付篇からなり、
特に第₃・₄篇は、摂関制・年中行事・準拠と
史実などの面から論じる。

▶A５判・４７０頁／定価 ９,６６０円
ISBN４-７８４２-０９４１-７

日本古代即位儀礼史の研究
加茂正典著� 思文閣史学叢書
大嘗祭はもちろん、剣璽渡御儀礼・即位式と
いった広義の即位儀礼をとりあげることで、桓
武・平城朝における即位儀礼の儀式的意味と歴
史的意義を明らかにする。さらに資料篇として
史料年表、関係文献目録（昭和２０年～平成１０
年）を収載し、巻末には索引を付す。

▶A５判・４８０頁／定価 ９,０３０円
ISBN４-７８４２-０９９５-６

日本古代商業史の研究
中村修也著� 思文閣史学叢書
人間の生活は商人による多様な交易によって支
えられ営まれている。本書では、これらの商人
や市に関わる人々の存在形態を、交易の発生か
ら出雲・平城京・平安京などにおける都市空間
の生活の場で解析し、日本古代における商人と
商業の実態を明かす。

▶A５判・４３２頁／定価 ７,５６０円
ISBN４-７８４２-１２６８-X

国
宝
　
元
暦
校
本
万
葉
集

平
安
時
代
の
書
写
に
な
る
『
万
葉
集
』
の
写
本
。
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）

の
校
合
奥
書
を
持
つ
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。
当
代
の
能
筆
に
よ
り
装

飾
料
紙
に
書
か
れ
た
『
万
葉
集
』
の
最
善
本
の
一
つ
で
あ
る
。

国
宝
　
元
永
本
古
今
和
歌
集

元
永
三
年
（
一
一
二
〇
）
の
奥
書
を
持
ち
、
仮
名
序
お
よ
び
全
二
〇
巻
を

完
存
す
る
最
古
の
写
本
。
多
彩
な
装
飾
料
紙
と
藤
原
定
実
等
と
推
定
さ
れ

る
流
麗
な
筆
に
よ
る
平
安
時
代
を
代
表
す
る
古
写
本
の
一
つ
で
あ
る
。

国
宝
　
寛
平
御
時
后
宮
歌
合

寛
平
年
間
（
九
世
紀
末
）
に
宇
多
天
皇
の
母
班
子
女
王
が
催
し
た
歌
合
の

記
録
。
こ
の
一
巻
は
藤
原
頼
通
が
編
纂
を
企
画
し
た
「
十
巻
本
歌
合
」
の

草
稿
の
一
部
で
、
僚
巻
が
陽
明
文
庫
・
前
田
育
徳
会
な
ど
に
伝
わ
る
。

国
宝
　
三
宝
絵
詞

藤
原
為
憲
の
編
に
な
る
平
安
時
代
中
期
の
仏
教
説
話
集
。
原
本
は
絵
と
詞

か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
本
書
で
は
詞
書
の
み
が
伝
わ
る
。
こ
の
写
本
は
文

永
一
〇
年
（
一
二
七
三
）
の
書
写
奥
書
が
あ
り
、
も
と
東
寺
観
智
院
に
伝

来
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
宝
　
群
書
治
要

唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
政
治
の
参
考
書
。
歴
史
上
の
典
籍
か
ら
為
政
者
に
有

用
な
言
葉
を
抄
出
・
類
別
し
た
も
の
。
中
国
で
は
早
く
に
散
逸
し
、
日
本

に
の
み
残
っ
た
。
美
し
い
装
飾
料
紙
に
端
正
な
筆
跡
で
書
写
さ
れ
た
平
安

時
代
の
古
写
本
で
あ
る
。

九
条
家
本
延
喜
式（
一
）�

平
成
23
年
₃
月
刊
行
予
定

�

巻
一
・
二
・
四
・
六
・
七
甲
・
七
乙

▼
Ａ
５
判
・
四
五
〇
頁
／
定
価
一
五
、
七
五
〇
円
（
税
５
％
込
）

第
二
回
配
本
　
九
条
家
本
延
喜
式（
二
）�

平
成
23
年
₆
月

�

巻
八
～
十
一

第
三
回
配
本
　
九
条
家
本
延
喜
式（
三
）�

平
成
23
年
₉
月

�

巻
十
二
・
十
三
・
十
五
・
十
六
・
二
十
～
二
十
二

第
四
回
配
本
　
九
条
家
本
延
喜
式（
四
）�

平
成
23
年
12
月

�

巻
二
十
六
～
三
十
一

第
五
回
配
本
　
九
条
家
本
延
喜
式（
五
）�

平
成
24
年
₃
月

�

巻
三
十
二
・
三
十
六
・
三
十
八
・
三
十
九
・
四
十
二

紙
背
文
書
全
点
翻
刻
・
解
説

▼
Ａ
５
判
・
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り

各
巻
平
均
五
〇
〇
頁
／
予
価（
各
）一
五
、
七
五
〇
円

第
一
回
配
本

東
京
国
立
博
物
館
古
典
籍
叢
刊
　

続
刊

以
後
続
刊

読者対象・キーワード

日本古代史

日本中世史

国文学

日本語学

法制史

神道史

建築史

書道史

※
い
ず
れ
も

　
刊
期
未
定
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島
谷
弘
幸

（
編
集
委
員
長
・
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
研
究
部
長
）

高
橋
裕
次

（
東
京
国
立
博
物
館
博
物
館
情
報
課
長
）

田
良
島
哲

（
東
京
国
立
博
物
館
書
跡
・
歴
史
室
長
）

冨
坂　

賢

（
東
京
国
立
博
物
館
保
存
修
復
室
長
）

田
島　

公

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）

月
本
雅
幸

（
東
京
大
学
人
文
・
社
会
系
研
究
科
教
授
）

吉
岡
眞
之

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
客
員
教
授
）

※
肩
書
き
は
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
五
日
現
在

編
集
委
員

特
徴
6紙

背
は
横
長
で
掲
載
し
、
一
文
書
を
で

き
る
だ
け
一
頁
で
み
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
ト
リ
ミ
ン
グ
を
工
夫
し
た

■組見本（紙背・原寸）■■組見本（紙背・原寸）■

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

第五回配本（最終回配本）に、紙背文書全点の翻刻と、
九条家本延喜式の解説を付す

刊
行
に
あ
た
っ
て

　
東
京
国
立
博
物
館
は
明
治
五
年
の
創
設
以
来
、
我
が
国
の

文
化
と
歴
史
を
物
語
る
文
化
財
の
収
集
と
保
管
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
展
示
や
図
録
の
形
で
日
本
国
内

は
も
と
よ
り
広
く
世
界
の
人
々
に
紹
介
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
文
化
財
の
中
で
も
文
芸
や
学
問
の
精

華
で
あ
る
古
典
籍
や
、
政
治
や
社
会
の
動
向
を
示
す
古
文
書
、

古
記
録
類
は
大
部
な
も
の
が
多
く
、
十
分
な
情
報
の
提
供
が

困
難
な
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
株
式
会
社
思
文
閣
出
版
の
ご
厚
意
を
得
て
、
当

館
の
所
蔵
す
る
国
宝
、
重
要
文
化
財
を
主
と
し
た
古
典
籍
類

を
高
精
細
な
写
真
版
で
刊
行
す
る
企
画
に
着
手
い
た
し
ま
し

た
。
編
集
に
当
た
っ
て
は
当
館
の
専
門
分
野
の
研
究
員
と
館

外
の
研
究
者
が
共
同
し
て
原
本
を
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
解

題
や
釈
文
に
反
映
い
た
し
ま
す
。
ま
た
新
規
の
撮
影
を
含
む

高
精
細
画
像
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
に
資
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
宝
九
条
家
本
延
喜
式
に
始
ま
る
こ
の
叢
書
が
、
広
く
学

界
の
基
本
的
資
料
と
し
て
長
く
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

東
京
国
立
博
物
館

九
条
家
本
延
喜
式
と
は

　「
延
喜
式
」
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
律
令
を
施
行
す
る
に
当
た
り
、

折
々
に
定
め
ら
れ
た
細
則
や
規
定
を
分
野
別
に
集
成
し
た
法
典
で
、
全
五
〇
巻
か

ら
な
り
ま
す
。
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
延
長
五
年
（
九
二

七
）
に
撰
進
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
古
代
史
研
究
の
上
で
の
根
本
史
料
の
一
つ
で
す
。

東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
延
喜
式
」
の
古
写
本
は
、
全
体
の
う
ち
二
八
巻

を
存
し
、
五
摂
家
の
一
つ
で
あ
る
九
条
家
に
伝
わ
っ
た
こ
と
か
ら
「
九
条
家
本
」

と
通
称
さ
れ
ま
す
。
平
安
時
代
中
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
書
写
に
な
る
現
存
最
古
の

写
本
で
、
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
特
筆
す
べ
き
は
多
く
の
巻

の
紙
背
に
平
安
時
代
の
文
書

を
有
す
る
こ
と
で
、
通
常
残

さ
れ
た
古
文
書
で
は
窺
え
な

い
同
時
代
の
社
会
の
実
態
を

示
す
稀
有
の
史
料
で
す
。
ま

た
仮
名
消
息
を
含
む
紙
背
の

書
状
類
は
、
書
道
史
研
究
に

も
貴
重
で
す
。

巻
二

神
祇
二

６０

第

紙
１０

６１
飛
鳥

甘
樫

特
徴
1

特
徴
2

特
徴
3

特
徴
5

特
徴
4 東

京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
国
宝
・
九
条
家
本
延
喜
式
を
、　

紙
背
文
書
も
含
め
て
写
真
版
で
影
印
出
版

朱
書
き
が
あ
る
箇
所
は　

二
色
刷
と
し
た

原
本
の
細
部
ま
で
再
現
で
き
る

高
精
度
Ｆ
Ｍ
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷

紙
背
文
書
に
は
新
撮
の　

高
精
細
画
像
を
使
用

条
文
番
号
と
項
目
頭
注
を
付
し
、

各
巻
末
に
項
目
索
引
を
収
録

■組見本（延喜式本文・原寸）■■組見本（延喜式本文・原寸）■

ル
ー
ペ
で
拡
大
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